
<編集後記> 

 彗星天文学の現代的なエポックは、ハレー彗星とヘール・ボップ彗星と言える。各国の研究者が膨大なエ
ネルギーを注いだ結果、いくつかのブレイクスルーを生み、新たな科学のステージへと彗星天文学を押し上
げた。ハレー彗星の接近時には、”IHW ”という国際組織が「ハレー彗星観測マニュアル」を作成し、世界
中の多くの観測者が、それから学び育っていった。「ヘール・ボップ彗星観測ハンドブック」は、日本のアマ
チュアが中心となって発行された(日本語版のみ)。在庫はすっかりなくなったが、今でも問合せがある。そ
れから 7年後、地球に接近し明るくなることが期待される彗星の出現によって､時代に合わせて改訂版を作る
ことになった。高校生天体観測ネットワークの 2004 年度観測テーマは、この彗星である。今回は、高校生編
と一般編を同梱することによって､彗星観測の初心者にも読まれることを期待している。理論分野はヘール・
ボップ彗星以降の最新のものを、大幅に取り入れた。インターネットの発達、観測装置や計算機の進歩に対
応し、観測手法も全面改訂した。新しい扉を開ける新しい人たちへ贈りたい。 (火星大接近の 8月に記す) 
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